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僧
肇
の
十
地
思
想
|
|
|
『
注
維
摩
詰
経
』
を
中
心
と
し
て
|
|
緒
言
僧
肇
は
、
東
晋
義
照
十
年
(
4
1
4
)
、
長
安
に
お
い
て
三
十
一
歳
で
卒
し
た
と
さ
れ
る
仏
僧
で
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
新
た
に
も
た
ち
さ
れ
た
中
観
仏
教
を
自
ら
に
と
り
こ
み
、
そ
れ
ま
で
の
不
完
全
な
空
思
想
理
解
か
ら
脱
し
て
、
中
国
仏
教
の
新
境
地
を
開
い
た
人
物
の
一
人
と
し
て
中
国
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
思
想
史
船
上
に
お
け
る
重
要
性
ゆ
え
に
、
彼
に
関
す
る
研
究
は
数
多
ぱ
。
し
か
む
し
、
こ
れ
ら
諸
種
の
研
究
に
お
い
て
僧
肇
は
、
空
思
想
理
解
の
正
確
開
さ
や
、
そ
の
理
解
に
基
づ
い
て
高
度
に
論
理
的
な
著
作
を
も
の
し
た
地
点
な
ど
に
お
い
て
は
評
価
さ
れ
る
が
、
実
践
論
の
面
で
は
あ
ま
り
評
州
側
が
高
く
な
い
。
例
え
ば
、
板
野
長
八
郎
は
、
僧
肇
は
実
相
の
説
明
、
館
諸
法
皆
空
の
理
論
の
み
に
偏
し
て
、
惑
え
る
衆
生
の
構
成
に
つ
い
て
や
、
惑
の
実
体
及
び
そ
の
克
服
の
方
法
に
は
言
及
し
な
い
と
す
る
。
ま
川
H
{
3
)
;
た
、
梶
山
雄
一
氏
は
、
僧
肇
は
中
観
思
想
の
最
初
の
理
解
者
と
認
め
高
城
梓
ら
れ
、
般
若
と
方
使
、
方
内
、
方
外
を
相
即
せ
し
め
た
が
、
解
脱
に
至
る
実
践
に
は
欠
げ
る
、
と
す
る
。
確
か
に
、
僧
盛
の
主
著
と
目
さ
れ
る
『
肇
論
」
所
収
の
論
を
見
る
限
り
で
は
、
悟
っ
た
後
の
聖
人
の
理
想
的
境
地
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
多
く
、
板
野
、
梶
山
両
氏
の
言
わ
れ
る
如
く
実
践
に
つ
い
て
の
思
索
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
僧
肇
撰
述
の
「
注
維
摩
詰
経
』
(
以
下
『
注
維
摩
」
と
略
記
す
る
。
)
に
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
観
点
に
立
ち
、
山
田
和
夫
氏
は
、
『
注
維
摩
』
の
中
で
解
脱
に
至
る
実
践
努
力
を
強
調
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
中
嶋
隆
蔵
応
は
、
『
注
維
摩
』
に
基
づ
い
て
彼
の
考
え
る
煩
悩
の
生
起
す
る
原
因
や
、
迷
え
る
衆
生
の
心
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、
任
継
愈
郎
は
『
中
国
仏
教
史
H
』
に
お
い
て
、
『
議
論
』
所
収
の
「
浬
換
無
名
論
」
を
考
察
す
る
中
で
「
注
維
摩
」
中
の
十
地
(
十
住
)
思
想
に
言
及
さ
れ
、
僧
肇
が
「
無
生
忍
」
に
到
達
し
た
「
七
住
」
の
働
き
を
き
わ
め
て
重
視
し
、
「
七
住
」
を
「
漸
倍
」
の
結
果
と
考
え
て
い
る
2
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
以
上
三
氏
の
研
究
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
2
山
田
、
中
嶋
論
考
は
菩
薩
の
修
道
の
詳
し
い
内
容
に
は
言
及
せ
ず
、
任
氏
も
十
地
思
想
の
用
語
に
注
目
す
る
も
の
の
、
修
行
の
階
位
と
し
て
は
詳
し
い
分
析
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
十
地
思
想
と
は
、
人
は
何
を
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
に
至
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
、
『
般
若
経
』
な
ど
の
大
乗
経
典
の
中
に
次
第
に
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
十
段
階
の
盟
国
薩
の
修
行
の
階
位
で
あ
る
。
僧
肇
は
こ
の
思
想
に
由
来
す
る
用
語
を
駆
使
し
て
『
維
摩
経
』
に
注
釈
を
加
え
て
お
り
、
僧
惑
に
お
げ
る
菩
薩
の
実
践
論
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
、
こ
れ
に
注
目
す
る
の
が
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
特
に
「
注
維
摩
』
中
に
あ
ら
わ
れ
た
十
地
思
想
の
用
語
に
注
目
し
つ
つ
詳
細
な
分
析
を
加
え
、
僧
肇
の
実
践
に
つ
い
て
の
思
索
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
『
注
維
摩
世
間
経
」
の
十
地
思
想
(
1
)
六
住
と
七
住
十
地
説
に
関
し
て
、
僧
壌
は
と
り
わ
け
「
七
住
」
「
六
住
」
と
い
う
階
位
に
着
目
し
て
注
解
を
加
え
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
い
く
つ
か
を
列
挙
す
る
。
①
経
"
菩
薩
三
万
二
千
、
衆
所
知
識
、
:
:
・
・
心
常
安
住
無
問
解
脱
(※
)
l
i
-
-
-無
有
量
巳
過
量
(
※
)
2
・
(※
)
1盛
田
、
此
解
脱
七
住
所
得
。
得
此
解
脱
、
則
於
諸
法
通
達
無
関
、
故
心
常
安
住
也
。
(
こ
の
解
脱
は
、
七
住
(
の
菩
薩
)
が
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
脱
を
得
れ
ば
、
諸
法
に
深
く
通
じ
て
妨
げ
が
な
い
。
だ
か
ら
心
が
い
つ
も
安
定
し
て
い
る
。
)
(
大
正
三
十
八
、
お
∞
a)
(※
)
2
肇
日
、
既
得
法
身
、
入
無
為
境
、
心
不
可
以
智
求
、
形
不
可
以
像
取
、
故
田
無
量
。
六
住
己
下
、
名
有
量
也
。
(
す
で
に
法
身
を
得
て
、
無
為
の
境
地
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
心
は
一
般
の
認
識
作
用
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の
身
体
は
一
般
的
姿
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
だ
か
ら
「
無
量
」
と
一
一
言
う
。
六
住
以
下
は
「
有
量
」
と
名
付
け
る
。
)
(
仏
国
品
第
て
同
お
o
a
)
②
経
Hi---如
得
忍
菩
隆
食
悲
段
禁
、
:
:
:
同
期
日
、
七
住
得
無
生
忍
、
心
結
永
除
、
況
段
禁
縦
事
乎
。
(
七
住
で
無
生
法
忍
を
得
た
菩
薩
は
、
心
の
ま
ど
い
が
永
遠
に
取
り
除
か
れ
る
、
ま
し
て
戒
律
を
犯
す
よ
う
な
組
雑
な
事
が
あ
る
は
ず
も
な
い
。
)
(
観
衆
生
品
第
七
、
同
ω
怠
a)
そ
も
そ
も
、
『
維
摩
経
』
の
経
文
に
は
「
七
住
」
「
六
住
」
と
い
っ
た
用
語
は
見
ら
れ
な
い
。
更
に
、
現
行
本
『
注
維
摩
』
中
に
僧
墜
注
と
共
に
並
記
さ
れ
る
竺
道
生
の
注
に
は
一
箇
所
も
見
当
た
ら
な
い
し
、
鳩
摩
羅
什
の
注
に
も
、
わ
ず
か
三
箇
所
し
か
現
わ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
僧
肇
の
注
に
は
合
計
十
五
箇
所
(
「
七
住
」
十
二
箇
所
、
「
六
住
」
一
ニ
箇
所
)
も
の
使
用
が
見
ら
れ
、
彼
が
相
当
自
覚
的
に
十
地
思
想
を
用
い
て
「
維
摩
経
」
を
解
釈
し
て
い
た
と
と
が
分
か
る
。
さ
て
、
資
料
①
の
経
文
は
、
「
維
摩
経
』
の
冒
頭
部
分
で
、
仏
の
も
と
に
集
っ
て
い
た
菩
薩
達
を
形
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
僧
撃
は
、
資
料
①
(※
)
l
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
菩
陸
を
「
七
住
」
の
菩
薩
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
(
※
)
2
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
「
法
身
を
得
て
、
無
為
の
境
地
に
入
っ
て
い
る
:
・
」
と
い
う
の
は
、
「
七
住
」
の
菩
薩
が
、
法
身
を
得
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
②
の
注
で
は
、
菩
薩
が
「
七
住
」
で
「
無
生
忍
」
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
か
ら
惑
い
が
永
遠
に
取
り
除
か
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
③
経
・
:
:
:
迷
無
所
得
、
不
起
法
忍
、
巳
能
随
順
伝
不
退
輪
、
・
:
肇
目
、
無
生
之
道
、
無
有
得
而
失
者
、
不
退
也
。
流
演
円
遇
、
被
無
繋
子
一
人
、
輸
也
。
諸
仏
既
転
此
輪
、
諸
大
土
亦
能
随
順
G
而
転
之
。
(
無
生
の
道
理
を
得
て
、
失
わ
な
い
こ
と
が
、
「
不
問
返
」
で
あ
る
。
滞
り
な
く
通
じ
て
、
誰
に
も
繋
が
れ
な
い
、
こ
刊
れ
が
「
輪
」
で
あ
る
。
諸
仏
も
こ
の
輸
を
回
し
、
諸
大
士
も
の
ま
た
(
諸
仏
に
)
従
っ
て
こ
の
輸
を
回
す
こ
と
が
出
来
る
。
)
畑
山
(
仏
国
品
第
一
、
同
s
u
b
)
3
右
の
資
料
③
の
経
文
も
、
先
の
資
料
①
の
経
文
と
同
じ
く
、
仏
の
も
2
と
に
集
ま
っ
た
菩
薩
を
形
容
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
七
住
」
の
菩
陵
が
、
存
在
す
る
も
の
は
不
生
不
滅
で
あ
り
、
生
滅
を
超
越
し
て
い
る
、
と
い
う
無
生
の
道
理
を
得
て
失
わ
ず
、
七
住
の
位
か
ら
二
度
と
退
か
な
い
「
不
退
」
の
境
地
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
不
退
」
と
は
、
一
度
到
達
し
た
境
地
か
ら
二
度
と
退
歩
し
な
い
位
の
こ
と
で
あ
り
、
菩
薩
の
修
行
の
階
位
に
お
い
て
は
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
一
方
、
六
住
以
下
に
つ
い
て
は
、
資
料
①
(
※
)
2
に
、
七
住
以
上
が
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
限
界
の
な
い
存
在
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、
ま
だ
限
り
の
あ
る
身
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
間
曜
日
、
六
住
以
下
、
心
未
純
一
、
在
有
則
捨
空
、
在
空
則
捨
有
、
未
能
以
平
等
真
心
、
有
無
倶
渉
。
:
(
文
殊
師
利
関
疾
品
第
五
、
同
臼
吋
申
a)
」
と
言
う
よ
う
に
、
心
が
ま
だ
純
一
で
な
く
、
有
の
世
界
に
お
い
て
は
空
を
捨
て
、
空
の
世
界
に
お
い
て
は
有
を
捨
て
て
し
ま
い
、
有
無
を
平
等
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
在
に
動
く
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
い
う
状
態
を
指
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
僧
撃
が
七
住
の
境
地
を
、
無
生
法
忍
を
獲
得
し
、
不
退
転
の
位
に
入
り
、
法
身
を
得
る
も
の
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
六
住
以
下
は
、
七
住
と
は
隔
絶
し
て
、
未
だ
無
生
忍
を
得
な
い
束
縛
の
あ
る
存
在
で
、
煩
悩
の
あ
る
雑
然
と
し
た
心
で
、
空
と
い
う
真
実
を
如
実
に
と
ら
え
き
れ
な
い
で
い
る
と
し
、
六
住
か
ら
七
住
へ
の
深
化
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
菩
薩
は
七
住
で
既
に
完
全
な
悟
り
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
さ
ら
に
修
行
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
六
住
以
下
に
24 
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考
察
を
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
て
み
る
。
最
初
に
、
七
住
以
上
の
位
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
七
住
で
得
る
「
無
生
法
忍
」
の
性
質
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
(2)
無
生
法
忍
と
仏
慧
菩
薩
が
七
住
に
お
い
て
得
る
と
さ
れ
る
「
無
生
法
部
」
だ
が
、
こ
れ
を
得
た
後
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
「
七
住
得
無
生
忍
己
後
、
所
行
万
行
、
皆
無
相
無
縁
、
輿
無
生
同
館
、
無
生
同
位
、
無
分
別
也
。
(
七
住
で
無
生
法
忍
を
得
た
後
は
、
す
べ
て
の
行
為
が
無
相
無
縁
で
あ
り
、
無
生
と
一
体
と
な
る
、
無
生
と
一
体
で
あ
り
、
分
別
す
る
こ
と
が
無
く
な
る
。
)
(
観
衆
生
品
第
七
、
同
叫
定
b
)
」
と
い
う
。
こ
れ
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
完
全
に
悟
り
に
入
っ
て
そ
れ
以
上
何
も
修
行
す
る
必
要
が
な
い
か
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
と
と
が
以
下
の
二
つ
の
資
料
か
ら
分
か
る
。
①
経
“
爾
時
昆
耶
隊
大
城
中
、
有
長
者
名
維
摩
誌
、
己
啓
供
養
無
量
諸
仏
、
深
植
普
木
、
得
無
生
刃
刷
、
・
:
i
肇
目
、
所
以
菩
薩
無
生
慧
独
名
忍
者
、
以
其
大
覚
未
成
、
智
力
猶
弱
、
錐
倍
無
生
、
正
能
堪
受
而
己
。
未
暇
閑
任
故
名
忍
。
如
来
智
力
具
足
、
於
法
自
在
、
常
有
閑
地
、
故
無
復
忍
名
也
。
(
草
口
薩
の
無
生
慧
だ
け
を
「
忍
」
と
名
付
け
る
わ
け
は
、
盟
国
際
は
大
覚
が
い
ま
だ
完
成
し
て
お
ら
ず
、
智
力
が
ま
だ
弱
い
た
め
、
無
生
を
悟
っ
て
も
、
た
だ
よ
う
や
く
の
こ
と
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
げ
で
あ
る
。
ま
だ
余
裕
を
持
っ
て
(
無
生
慧
を
)
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
「
忍
」
と
名
付
け
る
。
(
そ
れ
に
対
し
て
、
)
如
来
は
智
力
が
十
分
具
わ
っ
て
お
り
、
法
に
束
縛
さ
れ
ず
、
常
に
余
裕
が
あ
る
、
だ
か
ら
も
は
や
「
忍
」
と
い
う
名
称
は
無
い
の
で
あ
る
。
)(
方
便
品
第
二
、
同
お
∞
C
)
②
経
・
遊
戯
神
辺
、
:
・
肇
目
、
経
云
、
菩
薩
得
五
通
、
文
云
具
六
遇
。
以
得
無
生
忍
、
三
界
結
尽
、
方
於
二
乗
、
故
言
六
、
方
於
如
来
、
結
習
未
尽
、
故
言
五
也
。
(
経
典
に
、
菩
薩
は
五
通
を
得
る
と
い
い
、
ま
た
六
還
を
具
え
る
と
も
言
う
。
(
乙
れ
は
)
無
生
忍
を
得
て
、
三
界
の
煩
悩
が
無
く
な
る
の
で
、
二
乗
と
く
ら
べ
て
「
六
通
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
如
来
と
く
ら
べ
る
と
、
煩
悩
の
名
残
が
ま
だ
無
く
な
っ
て
い
な
い
か
ら
「
五
通
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
)
(
方
便
品
第
二
、
同
臼
u
u
a
)
資
料
①
で
は
、
七
住
の
菩
薩
は
、
菩
醸
の
「
智
力
」
が
仏
と
較
べ
て
ま
だ
弱
い
た
め
、
事
物
の
実
相
を
心
に
余
裕
を
持
っ
て
受
け
止
め
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
菩
薩
の
「
無
生
法
忍
」
は
、
「
智
力
」
が
充
分
に
そ
な
わ
っ
た
仏
の
慧
と
く
ら
べ
て
、
「
智
力
」
が
弱
い
と
い
う
点
で
一
段
レ
ベ
ル
の
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
②
で
は
、
菩
薩
は
三
界
の
「
結
」
は
滅
し
た
が
、
「
結
習
」
が
ま
だ
あ
る
た
め
に
、
如
来
よ
り
も
不
完
全
な
存
在
で
あ
る
と
述
べ
る
。
菩
薩
の
「
結
習
」
と
は
、
次
の
資
料
に
、
③
経
日
深
入
縁
起
、
断
諸
邪
見
、
有
無
二
辺
、
無
復
余
習
、
.. 
肇
目
、
深
入
謂
智
深
解
也
。
解
法
従
縁
起
、
則
邪
見
無
由
生
。
有
無
二
見
、
群
迷
多
惑
、
大
士
久
尽
、
故
無
余
習
。
(
深
入
と
は
、
智
に
よ
っ
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
言
う
。
法
が
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
邪
見
は
生
じ
な
い
。
有
無
と
い
う
二
つ
の
見
方
は
、
多
く
の
も
の
が
惑
っ
て
い
る
が
、
大
士
は
永
久
に
(
有
無
二
見
を
)
な
く
し
て
い
る
の
で
、
(
そ
の
)
名
残
が
な
い
。
)
(
仏
国
品
第
一
、
同
ω
g
a
)
と
あ
り
、
経
文
に
従
っ
て
「
余
習
」
を
「
有
無
二
見
」
の
名
残
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
物
を
有
無
な
ど
の
見
方
に
よ
っ
て
分
別
す
る
こ
と
の
名
残
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
「
智
力
」
と
は
、
事
城
物
を
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
し
て
捉
え
る
力
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ょ
っ
情
て
、
無
生
忍
の
段
階
で
は
、
煩
悩
の
名
残
が
原
因
と
な
っ
て
、
智
力
闘
が
弱
い
状
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
七
住
で
「
無
尚
生
法
忍
」
と
い
う
悟
り
を
得
た
後
も
、
煩
悩
の
名
残
を
滅
す
る
た
め
の
に
ま
だ
修
道
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
最
も
高
い
存
側
在
と
し
て
、
仏
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ζ
こ
で
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
無
生
法
忍
」
は
仏
の
慧
か
ら
み
る
と
ま
だ
不
完
全
な
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
決
25 
し
て
仏
の
慧
と
質
的
に
違
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
④
経
口
当
仏
現
此
国
土
厳
浄
之
時
、
宝
仙
制
所
将
五
百
長
者
子
、
皆
符
無
生
法
忍
、
八
万
四
千
人
発
阿
栂
多
羅
三
毅
三
菩
提
心
。
肇
目
、
仏
国
之
興
、
其
正
為
此
。
無
生
忍
、
向
上
不
起
法
忍
。
忍
即
慧
性
耳
。
以
見
法
無
生
、
心
智
寂
滅
、
堪
受
不
退
、
故
名
無
生
法
忍
也
。
(
仏
国
土
の
建
設
は
、
ま
さ
に
こ
れ
の
た
め
で
あ
る
。
「
無
生
忍
」
と
は
、
前
の
文
章
に
あ
っ
た
「
不
起
法
忍
」
と
同
じ
で
あ
る
。
「
忍
」
は
、
「
慧
」
の
本
質
な
の
で
あ
る
。
存
在
す
る
も
の
が
、
(
本
来
は
)
生
ず
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
見
て
、
心
の
働
き
が
無
く
な
り
、
(
法
が
無
生
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
)
よ
う
や
く
の
乙
と
で
受
付
入
れ
て
退
か
な
い
、
だ
か
ら
「
無
生
法
忍
」
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。
)
(
仏
国
品
第
て
同
ω
ω
∞
b
)
傍
線
部
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
忍
」
と
は
、
「
慧
」
の
中
の
本
質
的
な
働
き
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「
慧
」
と
「
忍
」
の
違
い
は
、
法
が
無
生
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
余
裕
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
よ
う
や
く
受
け
入
れ
て
い
る
だ
け
か
と
い
う
点
に
の
み
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
無
生
法
忍
」
と
あ
っ
て
も
、
「
慧
」
よ
り
も
劣
っ
た
別
の
事
柄
を
悟
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
僧
蕗
の
考
え
で
は
、
存
在
す
る
も
の
の
「
無
生
」
を
見
る
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
七
住
菩
薩
と
如
来
の
悟
り
の
質
は
同
じ
な
の
だ
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
修
道
の
主
体
の
側
か
ら
考
え
た
場
合
、
煩
悩
の
名
残
が
一
時
に
は
な
く
な
ら
な
い
た
め
、
慧
26 
の
前
に
忍
と
い
う
段
階
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
注
に
は
他
に
「
補
処
大
士
」
(
菩
薩
品
第
四
)
「
一
生
大
土
」
(
嘱
累
品
第
十
四
)
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
一
生
補
処
の
菩
薩
」
、
来
世
に
は
仏
と
な
る
乙
と
が
決
ま
っ
て
い
る
菩
薩
の
と
と
で
あ
る
。
菩
薩
品
、
嘱
累
品
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
こ
れ
は
経
文
中
に
登
場
す
る
弥
勅
菩
薩
に
つ
い
て
「
一
生
補
処
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
「
維
摩
経
』
の
な
か
で
は
、
弥
勃
菩
薩
で
あ
っ
て
も
維
摩
誌
の
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
僧
壌
は
自
身
の
注
の
な
か
で
、
「
然
経
云
、
補
処
大
士
、
心
無
不
一
、
智
無
不
周
、
応
物
荷
動
、
何
閥
之
有
。
是
由
得
失
同
懐
、
修
短
迭
応
、
利
彼
而
動
、
無
計
諸
己
、
・
・
(
菩
陸
品
第
四
、
同
ω
g
c
)
」
「
一
生
大
士
、
宣
有
如
斯
之
悪
省
、
聞
而
後
駿
耶
。
発
斯
言
者
、
為
未
離
者
耳
。
(
嘱
累
口
問
第
十
四
、
阿
古
田
C
)
」
と
言
い
、
一
生
補
処
た
る
弥
物
菩
薩
に
間
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
、
と
こ
で
維
摩
詰
に
非
難
さ
れ
、
間
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
ま
だ
煩
悩
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
者
を
救
う
た
め
の
方
便
な
の
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
と
少
し
で
仏
に
な
れ
る
菩
薩
と
い
う
存
在
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
僧
惑
が
、
七
住
よ
り
上
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
七
住
菩
薩
、
仏
に
最
も
近
い
存
在
と
し
て
の
一
生
補
処
菩
薩
、
最
後
に
最
高
位
と
し
て
の
仏
、
と
い
う
階
位
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
(3)
心
の
段
階
次
に
六
住
以
下
の
階
位
に
つ
い
て
、
心
の
段
階
付
け
を
し
て
い
る
記
述
に
注
目
し
、
検
討
し
て
み
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
記
述
は
、
『
注
維
摩
』
中
に
は
以
下
の
如
く
三
箇
所
あ
ら
わ
れ
る
。
①
経
日
宝
積
当
知
直
心
、
M
L
苦
磁
浄
土
。
墜
目
、
土
之
浄
者
、
必
由
衆
生
、
衆
生
之
浄
、
必
因
衆
行
。
上
直
挙
衆
生
以
釈
土
浄
、
今
備
挙
衆
行
、
明
其
所
以
浄
也
。
夫
行
浄
則
衆
生
滞
、
衆
生
浄
則
仏
土
浄
、
此
必
然
之
数
、
不
可
差
也
。
土
無
湾
曲
乃
出
子
心
直
、
故
日
直
心
是
菩
薩
浄
土
也
。
此
則
因
中
説
果
、
猶
指
金
為
食
。
直
心
者
、
謂
質
直
無
諮
。
此
心
乃
是
万
行
之
本
。
故
建
章
有
之
失
。
(
国
土
が
浄
い
か
ど
う
か
は
、
か
な
ら
ず
衆
生
(
が
浄
い
か
ど
う
か
)
に
よ
る
。
衆
生
が
浄
い
か
ど
う
か
は
、
必
ず
(
衆
生
の
)
も
ろ
も
ろ
の
行
い
(
が
浄
い
か
ど
う
か
)
に
よ
る
。
目
:
国
土
に
抽
慣
れ
や
ゆ
が
み
が
な
い
の
は
、
心
が
真
っ
直
ぐ
な
こ
と
に
よ
る
、
だ
か
ら
「
直
心
」
が
菩
薩
の
滞
土
で
あ
る
と
い
う
。
:
:
:
「
直
心
」
と
は
、
正
直
で
諮
い
が
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
心
が
す
べ
て
の
行
い
の
基
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
に
項
目
を
た
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
)
(
仏
国
品
第
て
同
ω
ω
印
b
)
経
日
深
心
、
是
盟
問
薩
崎
町
土
。
開
閉
目
、
樹
心
衆
徳
深
固
故
難
抜
、
深
心
也
。
(
心
を
も
ろ
も
ろ
僧慰の十地思想(高城)27 
の
徳
の
上
に
作
り
上
げ
る
、
(
そ
の
作
り
上
げ
か
た
が
)
深
く
固
い
、
だ
か
ら
(
心
を
衆
徳
か
ら
)
抜
き
に
く
い
、
(
こ
れ
が
)
「
深
心
」
で
あ
る
。
)
(
同
谷
町
C
)
経
口
菩
薩
成
仏
時
、
具
足
功
徳
衆
生
、
未
生
其
図
。
墜
日
、
深
心
、
故
徳
備
也
。
(
「
深
心
」
で
あ
る
た
め
に
、
徳
が
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
)
経
“
大
釆
心
是
菩
薩
浄
土
。
盟
問
隆
成
仏
時
、
大
乗
衆
生
米
生
其
因。
盛
田
、
乗
八
万
行
兼
載
天
下
、
不
遺
一
人
、
大
乗
心
也
。
上
三
心
是
始
学
之
次
行
也
。
夫
欲
弘
大
道
、
要
先
直
其
心
。
心
既
真
直
、
然
後
入
行
能
深
、
入
行
既
深
、
則
能
広
運
無
涯
、
此
三
心
之
次
也
。
備
此
三
心
、
然
後
次
修
六
度
。
(
八
万
の
徳
行
に
乗
っ
て
天
下
を
あ
わ
せ
て
載
せ
て
、
一
人
も
残
さ
な
い
、
こ
れ
が
「
大
乗
心
」
で
あ
る
。
上
に
述
べ
た
三
つ
の
心
は
学
び
始
め
る
と
き
の
順
序
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
大
い
な
る
道
を
広
め
よ
う
と
し
た
ら
、
先
ず
そ
の
心
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
が
既
に
真
っ
直
ぐ
な
ら
、
そ
の
の
ち
深
く
徳
行
を
行
な
う
と
と
に
は
い
る
こ
と
が
出
来
、
そ
う
す
れ
ば
(
そ
の
心
は
)
広
大
深
淵
で
は
て
が
無
い
(
よ
う
に
な
る
)
、
こ
れ
が
三
つ
の
心
の
順
序
で
あ
る
。
乙
の
三
つ
の
心
を
備
え
る
と
、
そ
の
後
つ
い
で
「
六
度
」
を
修
め
る
。
)
②
経
u
如
是
、
宝
積
叫
判
官
薩
随
其
直
心
、
則
能
発
行
。
肇
目
、
夫
心
直
、
則
信
因
。
信
園
、
然
後
能
発
迩
造
行
。
然
則
始
於
万
行
者
、
其
唯
直
心
乎
。
此
章
明
行
之
次
漸
、
微
著
相
因
。
是
以
始
子
直
心
、
終
予
浄
土
。
闘
世
猶
植
栽
糸
髪
其
茂
百
囲
也
。
直
心
樹
其
萌
、
衆
行
因
市
成
、
故
言
随
也
。
(
そ
も
そ
も
心
が
真
っ
直
ぐ
で
あ
れ
ば
、
信
心
が
固
く
な
る
。
信
心
が
固
く
な
っ
て
、
そ
の
後
修
行
を
始
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
万
行
を
始
め
る
も
の
は
、
た
だ
直
心
だ
け
で
は
な
い
か
。
こ
の
章
は
行
い
の
順
序
が
、
微
著
が
互
い
に
寄
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
だ
か
ら
直
心
か
ら
始
ま
っ
て
、
浄
土
に
終
っ
て
い
る
。
糸
の
よ
う
に
細
い
植
物
を
植
え
、
そ
れ
が
百
抱
え
(
も
の
大
き
さ
)
に
生
長
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
直
心
が
そ
の
萌
し
を
植
え
、
衆
行
が
そ
れ
に
よ
っ
て
成
る
、
だ
か
ら
「
随
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
)
(
仏
国
品
第
一
、
同
忠
由
C
)
経
“
附
叫
其
発
行
、
則
得
深
心
。
肇
目
、
既
能
発
行
、
則
得
道
情
弥
深
。
(
す
で
に
よ
く
修
行
を
行
な
っ
て
い
れ
ば
、
道
情
が
ま
す
ま
す
深
く
な
る
。
)
経
・
随
其
深
心
、
則
意
調
伏
。
肇
目
、
道
情
既
深
、
則
意
無
廊
狼
也
。
心
に
粗
い
と
こ
ろ
が
な
く
な
る
。
)
(
道
情
が
深
ま
れ
ば
、
28 
経
日
随
意
調
伏
、
則
如
説
行
。
肇
目
、
心
既
調
伏
、
則
間
斯
能
行
也
。
(
心
が
制
御
さ
れ
れ
ば
、
聞
い
て
よ
く
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
)
経
u
随
如
説
行
、
則
能
迦
向
。
肇
目
、
聞
既
能
行
、
則
能
廻
其
所
行
、
標
心
勝
境
。
(
聞
い
て
よ
く
行
な
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
の
行
為
を
め
ぐ
ら
せ
て
、
最
高
の
境
地
を
目
指
す
と
と
が
で
き
る
。
)
経
・
随
其
廻
向
、
則
有
方
便
。
肇
目
、
既
能
週
向
大
乗
、
則
大
方
便
之
所
由
生
也
。
(
大
乗
に
向
か
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
大
方
便
の
生
ず
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
)
(
同
ω
勾
a)
③
経
口
答
目
、
直
心
是
道
場
、
無
虚
仮
故
。
肇
目
、
修
心
進
道
、
無
乱
之
境
、
便
是
道
場
耳
。
:
:
直
心
者
、
謂
内
心
真
直
、
外
無
虚
仮
。
斯
乃
基
万
行
之
本
、
坦
進
道
之
場
也
。
Ei--(心
を
修
め
道
を
進
め
て
乱
れ
の
な
い
所
が
、
道
場
で
あ
る
。
:
:
:
直
心
と
は
、
内
側
は
心
が
真
っ
直
ぐ
で
、
外
側
は
嘘
偽
り
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
万
行
の
本
を
拠
り
所
と
し
、
道
に
励
む
場
所
を
安
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
)
(
菩
薩
品
第
四
、
同
ω
g
c
)
経
“
発
行
是
道
場
、
能
帥
州
事
故
。
盛
田
、
心
既
真
直
、
則
能
発
迩
造
行
。
回
目
(
心
が
真
っ
直
ぐ
な
ら
、
修
行
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
。
・
:
)(同
u
E
a
)
経
日
深
心
是
道
場
、
増
益
功
徳
故
。
盛
田
、
既
能
発
行
、
則
樹
心
弥
深
。
:
・
(
修
行
を
行
な
う
と
と
が
出
来
れ
ば
、
心
を
植
え
付
け
る
(
そ
の
植
え
付
け
か
た
が
)
ま
す
ま
す
深
く
な
る
。
)
経
口
菩
提
心
是
道
場
、
無
錯
謬
故
。
肇
目
、
直
心
入
行
転
深
、
則
変
為
菩
提
心
也
。
此
心
直
正
、
故
所
見
不
謬
。
凡
弘
道
者
、
要
始
此
四
心
、
四
心
既
生
、
則
六
度
衆
行
、
無
不
成
也
。
(
心
を
真
っ
直
ぐ
に
し
て
修
行
に
入
る
乙
と
が
い
よ
い
よ
深
く
な
れ
ば
、
変
化
し
て
菩
提
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
(
菩
提
)
心
は
直
正
だ
か
ら
、
見
る
と
こ
ろ
に
は
誤
り
が
な
い
。
お
よ
そ
道
を
広
め
る
も
の
は
、
必
ず
こ
の
四
心
を
始
め
、
四
心
が
生
じ
れ
ば
、
六
度
な
ど
の
諸
々
の
行
い
は
成
ら
な
い
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
)
資
料
①
を
見
る
と
、
僧
肇
が
経
文
を
直
心
、
深
心
、
大
乗
、
む
と
い
う
順
序
で
心
が
変
化
し
、
そ
の
後
に
六
度
を
修
め
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
乙
と
が
分
か
る
。
資
料
③
で
も
同
様
に
直
心
、
深
心
、
菩
提
心
と
い
う
段
階
付
げ
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
修
六
度
す
る
、
と
し
て
い
る
。
資
料
①
「
大
乗
心
」
と
、
資
料
②
「
菩
提
心
」
は
、
ど
ち
ら
も
「
深
心
」
の
次
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
心
の
段
階
付
け
は
、
資
料
②
の
「
随
其
直
心
、
則
能
発
行
。
随
其
発
行
、
則
得
深
心
。
:
」
と
い
う
経
文
に
従
っ
た
も
の
だ
が
、
ヲ
」
れ
を
「
始
学
之
次
行
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
経
文
を
修
行
の
段
階
と
し
て
よ
り
明
確
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
だ
が
、
こ
の
経
文
は
六
度
に
は
言
及
し
な
い
の
で
、
大
乗
心
の
次
に
六
度
を
修
め
る
と
し
た
の
は
、
僧
肇
独
自
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
資
料
①
か
ら
③
は
、
心
の
在
り
方
を
順
序
付
け
し
て
い
る
点
で
は
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
だ
が
、
細
か
い
要
素
に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、
資
料
②
に
は
資
料
①
の
「
大
乗
心
」
と
い
う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
「
聞
既
能
行
、
則
能
週
其
所
行
、
標
心
勝
境
。
既
能
週
向
大
乗
、
則
大
方
便
之
所
由
生
也
。
」
と
あ
る
か
ら
、
資
料
②
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
廻
向
大
乗
」
と
い
う
表
現
が
「
大
乗
心
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
資
料
②
に
は
「
六
度
」
と
い
う
表
現
も
な
い
が
、
「
大
乗
に
向
か
う
と
と
が
出
来
れ
ば
、
大
方
便
が
そ
こ
か
ら
生
城
ま
れ
て
く
る
。
(
既
能
週
向
大
乗
、
則
大
方
便
之
所
由
生
也
。
)
」
と
あ
G
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
大
乗
心
の
次
に
位
置
す
る
こ
の
「
大
方
便
」
が
醐
「
六
度
」
と
対
応
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
資
料
③
で
は
、
資
地
料
①
で
「
:
・
此
三
心
之
次
也
。
備
此
三
心
、
然
後
次
修
六
度
。
」
と
の
い
い
、
「
直
心
、
深
心
、
大
乗
心
」
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
の
と
は
違
っ
悌
て
「
四
心
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
心
の
次
の
段
階
で
あ
る
「
能
9
発
迩
造
行
」
を
「
修
行
を
行
な
う
と
と
が
出
来
る
心
」
と
し
て
心
の
2
段
階
の
中
に
組
み
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
こ
の
3
つ
の
心
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
、
資
料
①
か
ら
③
を
対
応
さ
せ
つ
つ
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
直
心
に
つ
い
て
は
、
資
料
①
「
直
心
者
、
調
質
直
無
諮
。
此
心
乃
是
万
行
之
本
。
」
、
資
料
②
「
夫
心
直
、
則
信
因
。
信
園
、
然
後
能
発
迩
造
行
。
然
則
始
於
万
行
者
、
其
唯
直
心
乎
。
」
、
資
料
③
「
直
心
者
、
調
内
心
真
直
、
外
無
虚
仮
。
斯
乃
其
万
行
之
本
、
:
・
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
っ
直
ぐ
な
心
で
あ
り
、
万
行
の
基
礎
で
あ
る
と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
と
の
「
直
心
」
に
つ
い
て
の
資
料
③
の
表
現
は
、
経
文
「
直
心
是
道
場
、
無
虚
仮
故
(
直
心
が
道
場
で
あ
る
。
嘘
偽
り
が
な
い
か
ら
)
。
」
を
解
釈
し
た
も
の
だ
が
、
僧
肇
が
「
外
無
虚
仮
」
と
言
う
意
味
は
、
単
に
「
嘘
偽
り
が
な
い
」
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
。
資
料
①
の
「
土
無
湾
曲
乃
出
子
心
直
」
と
い
う
表
現
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
内
側
の
心
が
真
っ
直
ぐ
な
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
界
の
事
物
が
汚
れ
や
ゆ
が
み
の
な
い
本
来
の
姿
に
な
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
真
っ
直
ぐ
な
心
」
と
は
単
な
る
正
直
で
諮
い
の
な
い
心
に
止
ま
ら
ず
、
事
物
を
正
し
い
姿
で
見
る
こ
と
の
出
来
る
心
、
を
意
味
す
る
。
次
に
、
深
心
に
つ
い
て
は
、
資
料
①
「
樹
心
衆
徳
深
固
故
難
抜
、
深
心
也
。
」
、
資
料
②
「
既
能
発
行
、
則
得
道
情
弥
深
。
」
、
資
料
③
「
既
能
発
行
、
則
樹
心
弥
深
。
」
が
深
心
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
互
い
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
は
①
「
樹
心
衆
徳
」
②
「
道
情
」
③
「
樹
心
」
が
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
僧
肇
。
の
考
え
る
深
心
と
は
、
心
を
徳
に
植
え
付
け
る
と
い
う
道
情
が
深
く
3
1
 
な
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
最
後
に
大
乗
心
に
つ
い
て
は
、
資
料
③
に
「
直
心
入
行
転
深
、
則
変
為
菩
提
心
也
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
を
真
っ
直
ぐ
に
し
て
修
行
に
は
い
る
こ
と
が
深
ま
れ
ば
、
そ
の
心
が
菩
提
心
に
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
資
料
③
で
は
続
け
て
「
此
心
直
正
、
故
所
見
不
謬
。
」
と
一
盲
う
た
め
、
菩
提
心
と
は
直
心
を
根
本
に
お
い
た
心
で
あ
り
、
直
心
に
始
ま
る
四
心
が
生
じ
れ
ば
六
度
な
ど
の
行
は
成
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
す
る
こ
と
か
ら
、
菩
提
心
以
後
六
度
の
修
行
に
至
っ
て
も
、
ず
っ
と
と
の
「
真
っ
直
ぐ
な
心
」
が
行
動
の
基
本
と
し
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
①
1
③
の
資
料
か
ら
、
僧
肇
が
「
直
心
↓
深
心
↓
菩
提
心
(
大
乗
心
)
」
と
い
う
順
序
で
心
が
変
化
し
、
そ
の
後
六
度
を
修
め
る
と
い
う
階
位
を
想
定
し
、
直
心
を
こ
の
過
程
に
一
貫
し
て
存
在
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
乙
れ
が
穴
住
以
下
の
段
階
で
あ
る
乙
と
は
、
次
の
資
料
か
ら
分
か
る
。
④
経
“
随
諸
血
球
生
応
以
何
回
起
菩
薩
根
、
而
取
仏
土
。
(
(
菩
躍
は
)
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
が
ど
の
固
に
よ
っ
て
「
菩
薩
根
」
を
発
生
す
る
か
、
に
応
じ
て
仏
土
を
選
ぶ
。
)
議
白
、
上
為
入
仏
慧
。
仏
慧
、
七
住
所
得
無
生
慧
也
。
今
為
盟
国
薩
根
。
菩
薩
根
、
六
住
己
下
菩
提
心
也
。
(
先
の
文
章
(
資
料
⑤
)
は
仏
の
智
慧
(
の
境
地
)
に
は
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
仏
の
智
慧
と
は
七
住
(
の
菩
薩
)
が
獲
得
す
る
「
無
生
慧
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
文
章
で
は
「
菩
薩
根
」
と
す
る
。
「
菩
陸
根
」
と
は
、
六
住
以
下
(
の
位
の
も
の
が
持
つ
)
「
菩
提
心
」
の
こ
と
で
あ
る
。
)
(
仏
国
品
第
一
、
同
お
印
a)
右
の
経
文
で
は
、
衆
生
に
菩
薩
根
を
発
生
さ
せ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
僧
肇
注
に
「
菩
薩
根
」
と
は
、
六
住
以
下
の
菩
提
心
だ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
菩
提
心
が
六
住
以
下
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
菩
提
心
以
前
の
段
階
も
六
住
以
下
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
直
心
」
を
起
こ
す
主
体
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
僧
肇
は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
⑤
経
口
随
諸
血
球
生
応
以
何
回
入
仏
智
怠
、
而
取
仏
土
。
肇
日
、
衆
生
自
有
見
浄
、
好
慕
市
進
修
者
、
亦
有
見
械
、
悪
厭
市
進
修
者
。
:
所
因
雌
異
、
然
其
入
仏
慈
、
一
也
。
・
(
衆
生
に
は
、
も
と
よ
り
浄
い
も
の
を
見
、
(
そ
れ
を
)
思
慕
し
て
修
行
す
る
者
も
い
る
し
、
ま
た
織
れ
た
も
の
を
見
、
(
そ
れ
を
)
嫌
悪
し
て
修
行
す
る
も
の
も
い
る
。
:
:
(
修
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
)
原
因
は
異
な
る
が
、
し
か
し
そ
の
仏
慧
に
入
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。
・
)
(
仏
国
品
第
一
、
同
ω
ω
品
C
)
右
の
資
料
⑤
に
お
い
て
僧
惑
は
、
衆
生
が
進
修
を
始
め
た
契
機
は
様
々
だ
が
、
皆
最
後
に
は
仏
慧
を
獲
得
す
る
、
と
述
べ
る
。
ま
た
、
「
知
是
不
入
煩
悩
大
海
、
則
不
能
得
一
切
智
宝
。
」
と
い
う
経
文
に
対
し
て
、
「
自
非
凡
夫
没
命
沼
淵
、
遊
盤
座
海
者
、
何
能
致
斯
無
上
之
宝
乎
。
(
凡
夫
で
命
を
暗
い
淵
に
捨
て
、
煩
悩
の
海
に
遊
楽
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
無
上
の
(
智
と
い
う
)
宝
を
手
に
入
れ
る
だ
ろ
う
か
。
)
(
仏
道
品
第
八
、
包
M
C
)
」
と
注
釈
し
、
煩
悩
の
あ
る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
悟
り
を
得
ら
れ
る
と
い
う
経
文
に
強
く
同
意
し
、
迷
え
る
凡
夫
以
外
に
無
上
の
智
に
達
す
る
存
在
は
無
い
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
衆
生
に
仏
慧
に
至
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
資
料
④
僧
肇
注
で
は
、
衆
生
が
菩
薩
根
H
菩
提
心
を
起
こ
す
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
衆
生
が
菩
提
心
を
起
こ
し
て
六
住
以
下
の
菩
薩
の
階
位
に
入
る
こ
と
が
分
か
る
。
衆
生
と
菩
薩
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
僧
墜
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
⑥
経
日
草
川
隆
三
万
二
千
、
:
堅
田
、
韮
口
藤
正
立
百
云
菩
提
薩
唾
。
菩
提
仏
道
名
也
。
薩
唾
秦
言
大
心
衆
生
。
有
大
心
入
仏
道
、
名
菩
提
薩
唾
。
:
(
韮
口
減
薩
は
本
来
の
発
音
で
は
「
菩
提
陸
極
」
と
い
う
。
菩
提
と
は
G
仏
道
の
名
で
あ
る
。
薩
涯
は
、
秦
の
言
葉
で
は
「
大
心
衆
生
」
醐
と
い
う
。
大
心
が
あ
っ
て
仏
道
に
入
る
(
人
を
)
菩
提
薩
極
刑
と
名
付
け
る
。
:
:
)
(
仏
国
品
第
一
、
同
器
b
)
ゆ
衆
生
が
も
し
大
心
を
抱
い
て
仏
道
に
入
っ
た
場
合
菩
躍
と
名
付
け
ら
儲
れ
る
の
で
あ
り
、
十
地
の
階
梯
を
登
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
悟
り
を
得
る
可
能
性
は
す
べ
て
の
衆
生
に
あ
る
が
、
そ
れ
3
に
は
ま
ず
「
大
心
」
を
抱
く
こ
と
が
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
資
料
④
の
経
文
に
、
菩
薩
が
衆
生
の
性
質
に
応
じ
て
仏
国
土
を
取
る
と
あ
る
よ
う
に
、
謹
口
薩
に
よ
る
各
自
の
性
質
に
応
じ
た
教
化
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
「
大
心
」
を
発
生
さ
せ
、
菩
薩
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
十
地
と
は
菩
薩
の
修
行
の
階
位
な
の
だ
が
、
心
を
真
っ
直
ぐ
に
し
て
菩
提
心
を
起
こ
し
、
菩
薩
と
な
っ
て
十
地
を
修
行
し
、
仏
慧
を
得
る
の
は
誰
か
選
ば
れ
た
特
別
な
人
間
で
は
な
く
、
大
心
を
起
こ
し
た
一
般
の
人
問
、
凡
夫
で
あ
る
と
僧
議
は
考
え
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
(
4
)
六
度
と
無
生
忍
前
節
に
お
い
て
仏
道
に
入
る
始
め
に
「
直
心
↓
深
心
↓
菩
提
心
」
と
い
う
順
序
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
で
は
、
菩
提
心
を
具
え
た
後
に
な
さ
れ
る
六
度
の
修
行
と
、
無
生
法
忍
の
獲
得
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
①
経
“
又
於
諸
法
如
説
修
行
(
※
)
1
、
随
順
十
二
因
縁
、
隣
諸
邪
見
、
得
無
生
志
、
決
定
細
川
我
無
有
衆
生
(
※
)
2
、:・
(※
)
1
堅
田
、
・
:
:
・
諸
法
、
即
深
経
所
説
六
度
諸
法
也
。
(
:
:
諸
法
と
は
、
深
経
が
説
く
六
度
の
教
え
で
あ
る
。
)
(※
)
2肇
日
、
E
・E
・
-
・
若
如
説
行
、
則
得
明
慧
、
明
見
十
二
因
縁
根
源
所
由
、
故
能
離
諮
邪
見
、
得
無
生
忍
、
無
復
吾
我
衆
生
之
想
也
。
:
・
i
(
:
:
:
も
し
説
か
れ
た
よ
う
に
行
な
え
ば
、
明
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慧
を
得
、
明
ら
か
に
十
二
因
縁
の
始
ま
り
の
基
づ
く
と
こ
ろ
を
見
る
か
ら
、
諸
邪
見
を
離
れ
、
無
生
忍
を
得
る
乙
と
が
出
来
、
も
は
や
我
や
衆
生
(
が
あ
る
)
と
い
う
考
え
が
無
い
。
・
)
(
法
供
養
品
第
十
三
、
同
色
町
b
)
②
経
・
無
尽
怠
菩
磁
日
布
施
迦
向
一
切
智
、
為
二
。
布
施
性
即
是
趨
向
一
切
智
性
O
i
-
-
-智
鎖
性
即
赴
迦
向
一
切
智
性
。
於
其
中
入
一
相
者
、
是
為
入
不
二
法
門
。
肇
目
、
以
六
度
為
妙
困
、
週
向
一
切
智
者
、
二
也
。
若
悟
因
果
向
性
、
入
子
一
相
、
乃
応
不
一
一
。
(
六
度
を
優
れ
た
原
因
と
考
え
て
一
切
智
に
向
か
お
う
と
す
る
こ
と
は
、
ニ
で
あ
る
。
も
し
も
因
果
(
六
度
と
一
切
智
に
向
か
う
こ
と
)
が
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
悟
っ
て
、
一
相
(
と
い
う
真
理
)
に
入
れ
ば
、
不
二
で
あ
る
。
)
(
入
不
二
法
門
品
第
九
、
同
包
∞
b
)
右
の
資
料
①
に
お
い
て
、
僧
肇
は
経
文
の
「
諸
法
」
を
深
経
が
説
く
所
の
六
度
と
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
、
(
※
)
2
「
若
如
説
行
」
以
下
の
注
は
、
「
も
し
六
度
を
経
典
に
説
か
れ
た
よ
う
に
行
な
え
ば
、
無
生
忍
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
分
か
る
。
ま
た
、
資
料
②
か
ら
、
六
度
が
原
因
で
、
一
切
智
の
獲
得
が
結
果
と
い
う
区
別
を
し
な
い
「
不
二
」
な
る
状
態
で
六
度
を
行
な
う
こ
と
が
、
「
経
典
に
説
か
れ
た
よ
う
に
行
な
う
」
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
菩
薩
は
、
六
度
を
「
不
二
」
の
状
態
で
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
六
住
か
ら
七
住
に
至
り
、
無
生
忍
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
無
生
忍
の
獲
得
後
も
六
度
は
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
、
以
下
の
資
料
か
ら
分
か
る
。
③
経
“
菩
隆
三
万
二
千
、
血
球
所
知
識
、
大
智
本
行
皆
悉
成
就
、
:
・
肇
回
、
大
智
、
一
切
種
智
也
。
此
智
以
六
度
六
通
衆
行
為
本
。
諸
大
士
己
備
此
本
行
。
(
「
大
智
」
と
は
、
「
一
切
種
智
」
で
あ
る
。
こ
の
智
は
、
六
度
、
六
通
な
ど
の
も
ろ
も
ろ
の
徳
行
を
本
と
し
て
い
る
。
諸
大
士
は
、
す
で
に
こ
の
根
本
の
修
行
を
完
全
に
備
え
て
い
る
。
)
(
仏
国
品
第
て
同
お
∞
C
)
こ
こ
で
、
僧
肇
は
一
切
種
智
を
な
す
た
め
の
根
本
の
行
と
し
て
、
六
通
(
六
神
通
)
と
も
に
六
度
を
挙
げ
て
い
る
。
六
通
と
は
、
「
肇
回
、
七
住
以
上
、
則
具
六
通
。
・
:
・
・
(
七
住
以
上
な
ら
、
六
還
を
具
え
る
。
:
:
:
)
(
方
便
品
第
二
、
同
ωお
b
)
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
位
以
上
の
菩
薩
に
の
み
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
七
住
以
上
で
は
、
不
二
の
状
態
で
行
な
わ
れ
る
六
度
、
及
び
六
通
が
仏
の
智
慧
た
る
一
切
智
を
得
る
た
め
の
根
本
行
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
僧
墜
に
と
っ
て
の
六
度
と
無
生
忍
の
獲
得
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
前
節
の
内
容
と
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な
修
道
の
段
階
が
想
定
さ
れ
て
い
る
己
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
直
心
が
変
化
し
て
深
心
を
経
て
菩
提
心
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
心
を
具
え
た
後
六
度
の
修
行
に
入
る
。
こ
の
六
度
の
修
行
が
、
経
典
に
説
か
れ
る
よ
う
な
分
別
の
な
い
状
態
で
行
な
わ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
無
生
忍
に
達
し
、
七
住
の
段
階
に
入
り
、
こ
の
六
度
の
完
全
な
修
行
が
仏
の
一
切
智
を
な
す
根
本
と
な
る
。
ま
た
七
住
以
上
の
段
階
で
は
、
仏
に
最
も
近
い
菩
薩
と
し
て
、
一
生
補
処
菩
薩
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
僧
肇
は
、
こ
の
よ
う
な
悟
り
の
段
階
を
設
け
る
と
同
時
に
ま
た
、
資
料
②
の
注
で
、
因
果
向
性
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
六
度
と
仏
の
智
慧
た
る
一
切
智
が
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
度
は
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
直
心
を
根
本
に
お
い
て
い
る
の
で
、
六
度
と
一
切
智
が
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
直
心
と
一
切
智
が
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
僧
肇
の
修
道
思
想
で
は
、
悟
り
の
質
的
同
一
性
は
修
道
の
最
初
で
あ
る
直
心
の
段
階
か
ら
仏
慧
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
直
心
か
ら
大
乗
心
へ
と
い
う
心
の
あ
り
方
の
段
階
付
け
や
、
無
生
忍
と
仏
慧
の
区
別
の
よ
う
に
、
修
道
す
る
主
体
の
た
め
の
段
階
的
説
明
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
修
道
に
お
け
る
二
つ
の
側
面
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
僧
肇
の
修
道
思
想
は
、
充
分
に
実
践
的
性
格
を
持
つ
献
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
想鵬
ニ
僧
肇
の
十
地
思
想
の
特
異
性
十ゆ
前
章
に
お
い
て
、
僧
肇
の
十
地
思
想
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
悌
こ
で
次
に
こ
の
章
で
は
、
僧
肇
の
十
地
思
想
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
33 
(
1
)
僧
肇
の
十
地
思
想
と
経
典
と
の
関
係
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
維
摩
経
』
自
体
に
十
地
思
想
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
他
の
経
典
に
由
来
す
る
思
想
な
の
だ
が
、
そ
の
経
典
を
ど
れ
か
一
つ
に
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
僧
肇
は
「
乾
慧
地
」
「
歓
喜
地
」
な
ど
と
い
っ
た
地
の
名
称
を
使
わ
な
い
し
、
一
地
か
ら
十
地
ま
で
の
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
得
て
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
お
そ
ら
く
、
僧
肇
は
大
枠
に
お
い
て
は
十
地
思
想
を
持
つ
『
大
品
』
系
の
般
若
経
な
ど
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
口
問
般
若
経
』
「
深
奥
品
第
五
十
七
」
(
大
正
八
、
之
町
内
d
)
で
は
、
「
須
菩
提
、
是
中
菩
薩
摩
詞
薩
、
従
初
発
意
、
行
般
若
波
羅
蜜
、
具
足
十
地
」
と
言
い
、
ま
た
同
じ
く
『
大
口
問
』
「
発
趣
品
」
(
同
N
勾
頁
)
で
は
、
数
字
で
地
を
あ
ら
わ
す
所
謂
「
無
名
の
十
地
」
の
第
六
地
に
六
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
と
吉
一
同
い
、
第
七
地
に
具
足
す
る
こ
十
法
の
中
に
無
生
法
忍
を
あ
げ
、
第
十
地
で
菩
薩
は
仏
の
如
し
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
滞
願
品
第
六
十
四
」
(
悶
包
坦
a)
に
「
善
男
子
善
女
人
・
i
為
無
量
阿
僧
祇
第
二
地
第
三
地
乃
至
第
十
地
一
生
補
処
諸
菩
薩
摩
詞
薩
善
根
、
:
:
」
と
あ
り
、
第
十
地
は
一
生
補
処
の
位
と
さ
れ
て
い
る
。
発
意
し
た
後
六
波
羅
蜜
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
十
地
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
七
地
で
無
生
法
忍
を
得
る
こ
と
、
十
地
で
仏
に
最
も
近
く
な
る
こ
生
補
処
て
と
い
う
要
素
が
、
僧
墜
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
羅
什
訳
『
大
智
度
論
」
釈
曇
無
掲
4
品
第
八
十
九
(
大
正
二
十
五
、
ヨ
ω
C
)
で
は
、
「
六
波
羅
蜜
者
、
従
3
初
地
乃
至
七
地
、
得
無
生
法
忍
。
八
地
九
地
十
地
、
是
深
入
仏
智
替
、
得
一
切
種
智
、
成
就
作
仏
。
」
と
言
い
、
六
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
無
生
法
忍
を
得
、
八
、
九
、
十
地
で
は
仏
の
智
慧
に
深
く
入
り
、
一
切
種
智
を
得
て
仏
に
な
る
、
と
い
う
構
図
は
、
よ
り
僧
監
の
十
地
と
近
い
。
さ
ら
に
、
華
厳
系
と
さ
れ
る
経
什
訳
『
十
住
経
』
(
大
正
十
)
に
お
い
て
も
、
発
意
し
て
第
一
地
で
あ
る
歓
喜
地
に
入
り
、
無
生
法
忍
を
得
て
第
八
不
動
地
に
入
り
、
第
十
法
露
地
は
、
仏
位
に
近
い
地
と
し
て
い
る
点
で
僧
肇
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
無
生
忍
を
得
る
地
を
七
地
と
し
て
い
な
い
点
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
僧
肇
の
十
地
は
当
時
の
十
地
説
を
含
む
経
典
と
、
そ
の
要
素
(
初
発
心
、
六
波
羅
蜜
、
無
生
法
忍
、
第
十
位
で
仏
に
最
も
近
く
な
る
(
一
生
補
処
)
)
を
ほ
ぽ
同
じ
く
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
僧
肇
の
十
地
思
想
は
、
諸
経
典
の
十
地
思
想
に
ほ
ぽ
従
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
せ
ず
、
「
直
心
か
ら
菩
提
心
へ
」
と
い
う
よ
う
な
発
心
に
い
た
る
ま
で
の
心
の
段
階
付
け
を
詳
し
く
行
な
っ
て
い
る
点
が
経
典
と
相
違
す
る
。
だ
が
こ
れ
を
僧
惑
に
独
特
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
改
め
て
そ
の
師
で
あ
る
鳩
摩
羅
什
の
『
維
摩
経
』
へ
の
注
釈
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
(
2
)
鳩
摩
羅
什
と
の
比
較
『
維
摩
経
』
羅
什
注
と
『
維
摩
経
」
僧
肇
注
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
直
心
、
深
心
、
菩
提
心
と
い
う
心
の
段
階
付
貯
を
す
る
点
や
、
七
住
で
無
生
法
忍
を
得
、
六
住
と
は
別
格
の
存
在
に
な
る
と
す
る
点
、
七
住
以
後
の
菩
薩
に
は
結
習
が
あ
る
た
め
に
、
仏
に
な
れ
な
い
と
す
る
点
な
ど
が
共
通
し
、
僧
議
の
十
地
は
羅
什
の
そ
れ
と
ほ
ぽ
構
造
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
羅
什
は
僧
曜
の
直
接
の
師
で
あ
る
か
ら
、
僧
肇
は
師
か
ら
聞
い
た
経
典
解
釈
に
基
づ
い
て
十
地
を
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
凶
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
解
釈
の
商
に
お
い
て
、
羅
什
と
僧
肇
の
考
え
方
の
違
い
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
特
に
心
の
段
階
付
け
に
お
け
る
直
心
の
解
釈
の
仕
方
に
顕
著
で
あ
る
。
直
心
等
の
心
に
言
及
す
る
羅
什
の
注
は
、
以
下
に
挙
げ
る
と
お
り
二
箇
所
あ
る
。
①
経
・
大
乗
心
、
N
4苔
隊
浄
土
。
叶
早
川
隆
成
仏
時
、
大
釆
衆
生
来
生
其
図
。什
回
、
直
心
、
誠
実
心
也
。
発
心
之
始
、
始
於
誠
実
。
道
識
弥
明
、
名
為
深
心
。
深
心
増
広
、
正
趣
仏
慧
、
名
菩
提
心
。
:
i
(
「
直
心
」
と
は
、
誠
実
な
心
で
あ
る
。
仏
道
を
志
す
始
め
は
、
誠
実
か
ら
始
ま
る
。
道
識
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
る
と
、
「
深
い
心
」
と
名
付
け
る
。
「
深
心
」
が
更
に
広
く
な
る
と
、
正
し
く
仏
替
に
向
か
う
、
こ
れ
を
「
菩
提
心
」
と
名
付
け
る
。
)
(
仏
国
品
第
て
大
正
三
十
八
、
谷
町
C
)
②
経
口
如
是
宝
獄
、
菩
磁
随
北
(
直
心
、
則
能
発
行
O
i
-
-
-
随
其
心
浄
、
則
一
切
功
徳
滞
。
什
回
、
直
心
以
誠
心
信
仏
法
也
。
信
心
既
立
、
則
能
発
行
衆
普
。
衆
善
既
積
、
其
心
転
深
。
転
深
則
不
随
衆
悪
。
:
:
:
万
善
兼
具
、
故
能
週
向
仏
道
。
:
・
・
(
直
心
と
は
、
誠
実
心
を
以
て
仏
法
を
信
仰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
信
仰
心
が
お
こ
れ
ば
、
色
々
な
善
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
。
善
行
が
積
ま
れ
れ
ば
、
そ
の
心
は
次
第
に
深
く
な
る
。
次
第
に
深
く
な
れ
ば
諸
々
の
悪
に
は
従
わ
な
い
。
:
:
:
万
善
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
仏
道
に
向
か
え
る
。
・
)
(
同
臼
ω叶
a)
ま
ず
、
鳩
摩
羅
什
の
直
心
の
解
釈
は
、
資
料
①
で
は
、
「
誠
実
心
」
と
し
、
資
料
②
で
は
、
「
誠
実
心
を
以
て
仏
法
を
信
じ
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
羅
什
の
直
心
は
誠
実
さ
を
も
っ
て
仏
法
を
信
じ
る
と
い
う
信
仰
心
で
あ
る
と
分
か
る
。
城
ま
た
、
深
心
は
、
資
料
①
で
は
、
「
誠
実
心
か
ら
開
始
し
て
、
道
識
舗
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
た
心
」
で
あ
り
、
資
料
②
で
は
、
「
信
仰
鵬
心
に
よ
っ
て
善
を
行
な
い
、
善
行
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
信
仰
心
が
尚
さ
ら
に
深
く
な
る
こ
と
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
始
ま
り
の
信
仰
心
が
の
深
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
善
行
に
限
定
し
て
い
瞬
る
。
最
後
に
、
菩
提
心
は
、
資
料
①
で
は
「
深
心
が
拡
大
し
て
仏
慧
を
5
 
3
目
指
す
こ
と
」
で
あ
り
、
資
料
②
で
は
、
深
心
が
拡
大
す
る
過
程
を
詳
し
く
述
、
信
仰
心
が
い
っ
そ
う
深
ま
り
拡
大
し
て
、
仏
道
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
直
心
か
ら
始
ま
っ
て
、
菩
提
心
が
発
生
す
る
と
し
て
い
る
点
で
、
経
什
と
僧
惑
は
全
く
同
じ
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
ず
直
心
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
両
者
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
僧
壌
は
「
此
心
(
菩
提
心
)
直
正
、
故
所
見
不
謬
。
」
「
此
心
乃
是
万
行
之
本
。
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
直
心
を
菩
提
心
ま
で
の
す
べ
て
の
心
を
貫
き
、
修
行
の
根
本
と
し
て
常
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
心
と
考
え
る
。
一
方
、
羅
什
は
「
故
説
発
迩
之
始
、
始
於
直
心
、
終
成
之
美
、
則
一
切
裕
也
。
(
仏
国
品
第
一
、
同
8
7
d
)
」
と
言
い
、
修
行
の
出
発
点
と
す
る
の
み
で
、
僧
肇
の
如
く
万
行
の
基
本
と
い
う
解
釈
は
し
な
い
。
ま
た
、
羅
什
は
「
直
」
を
形
容
詞
的
に
解
釈
し
、
置
心
を
「
誠
実
心
」
又
は
「
以
誠
実
心
信
仏
法
」
と
し
て
信
仰
心
と
同
一
視
す
る
。
竺
道
生
も
「
無
機
直
心
真
実
之
心
(
仏
国
品
第
一
、
同
お
印
C
)
」
と
述
べ
、
「
直
」
を
形
容
詞
と
し
て
捉
え
る
点
で
羅
什
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
僧
肇
は
、
「
大
道
を
広
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ま
ず
そ
の
心
を
真
っ
直
ぐ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
夫
欲
弘
大
道
、
要
先
直
其
心
。
)
」
と
言
い
、
「
直
」
を
動
調
と
解
釈
し
、
「
そ
の
心
が
真
っ
直
ぐ
な
ら
、
信
仰
心
が
固
い
。
(
夫
心
直
則
信
図
。
)
」
と
言
う
よ
う
に
、
直
心
を
信
仰
心
を
生
み
出
す
心
の
段
階
と
捉
え
る
。
で
は
、
何
故
僧
肇
は
直
心
を
万
行
の
基
礎
と
し
、
「
心
を
直
く
す
る
」
こ
と
を
主
張
し
、
羅
什
は
そ
う
し
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
二
人
の
心
36 
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
違
い
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
什
が
心
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
に
、
以
下
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。
③
経
口
所
以
者
何
。
菩
薩
断
除
客
盛
煩
悩
(
※
)
而
起
大
悲
。
(
※
)
什
日
、
心
本
清
浄
、
無
有
塵
垢
。
座
垢
事
会
而
生
於
心
、
為
客
麗
也
。
(
心
は
本
来
清
滞
で
、
煩
悩
の
汚
れ
は
存
在
し
な
い
。
汚
れ
と
な
る
物
事
が
集
っ
て
心
に
生
じ
る
の
が
客
塵
で
あ
る
。
・
目
)
(
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五
、
同
ω
a
b
)
こ
こ
か
ら
、
羅
什
が
心
の
本
性
が
清
浄
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
僧
緊
は
、
「
夫
心
無
定
所
、
随
物
而
変
、
在
邪
而
邪
、
在
正
而
正
。
(
そ
も
そ
も
心
に
は
定
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
事
物
に
従
っ
て
変
化
し
、
邪
に
あ
っ
て
は
邪
に
な
り
、
正
に
あ
っ
て
は
正
に
な
る
。
)
(
仏
道
品
第
八
、
同
S
H
C
)
」
と
言
う
よ
う
に
、
心
は
本
来
事
物
に
従
っ
て
変
化
し
て
定
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
羅
什
は
「
心
本
清
浄
」
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
た
め
に
、
僧
肇
の
よ
う
に
「
直
心
」
を
「
心
を
直
く
す
る
」
と
解
釈
す
る
必
要
が
無
く
、
最
初
か
ら
直
心
と
は
誠
実
心
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
僧
肇
は
、
心
は
本
来
善
悪
ど
ち
ら
に
も
変
化
し
う
る
と
考
え
る
た
め
に
、
仏
道
に
入
る
始
め
で
あ
る
菩
提
心
を
起
こ
す
た
め
に
は
、
最
初
に
心
を
正
し
い
方
向
に
矯
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
「
直
心
」
を
「
心
を
真
っ
直
ぐ
に
す
る
」
と
読
み
替
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
と
と
か
ら
、
僧
肇
は
、
そ
の
心
意
識
に
基
づ
く
ζ
と
に
よ
り
、
鳩
摩
羅
什
と
は
違
っ
て
仏
道
修
行
に
お
け
る
心
の
矯
正
の
重
要
性
を
認
識
し
、
直
心
を
根
本
に
置
い
て
羅
什
の
心
の
段
階
付
け
の
思
想
を
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
心
の
矯
正
の
重
要
性
へ
の
認
識
に
基
づ
き
、
「
四
心
既
生
、
則
六
度
衆
行
無
不
成
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
直
心
に
基
づ
く
四
心
が
成
立
す
れ
ば
六
度
を
始
め
と
す
る
諸
行
が
成
る
と
す
る
た
め
に
、
諸
経
典
の
よ
う
な
十
地
に
関
す
る
煩
墳
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
結
語
第
一
章
で
は
、
「
七
住
」
「
六
住
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
手
が
か
り
に
僧
撃
の
十
地
思
想
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
心
を
抱
い
た
衆
生
が
菩
薩
と
な
り
、
心
を
真
っ
直
ぐ
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
仏
慧
に
至
る
、
と
い
う
修
道
の
階
梯
が
設
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
直
心
か
ら
仏
慧
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
段
階
が
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
説
明
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
僧
肇
の
修
道
思
想
は
十
分
な
実
践
へ
の
配
慮
の
も
と
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第
二
章
で
は
、
経
典
及
び
鳩
摩
羅
什
と
の
比
較
か
ら
、
僧
肇
の
修
道
思
想
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
心
を
不
確
定
な
も
の
と
捉
え
、
そ
れ
を
正
し
い
方
向
に
矯
正
し
て
い
く
こ
と
を
修
道
の
主
限
と
す
る
こ
と
が
、
僧
盛
の
十
地
思
想
の
特
徴
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
僧
惑
は
実
践
に
関
し
て
は
思
索
が
乏
し
い
と
い
う
従
来
の
見
解
は
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
仏
教
の
受
容
期
に
は
受
容
期
な
り
の
、
解
脱
の
実
践
へ
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
が
確
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
僧
墜
の
後
の
時
代
、
例
え
ば
浄
影
寺
慧
遠
『
維
摩
義
記
』
、
天
台
智
類
「
維
摩
経
玄
疏
』
、
吉
蔵
『
維
摩
経
義
疏
』
な
ど
の
著
作
中
に
お
い
て
、
十
地
思
想
を
用
い
て
『
維
摩
経
』
を
解
釈
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
羅
什
、
僧
肇
の
『
維
摩
経
』
解
釈
の
後
代
へ
の
影
響
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
注1)
 
湯
用
m
m
H由
ω
田
『
漢
貌
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
中
華
害
局
塚
本
善
降
編
巴
日
『
態
論
研
究
』
法
蔵
館
任
継
愈
呂
田
町
「
中
国
仏
教
史
H
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
(
翻
訳
)
は
相
書
房
よ
り
巴
宏
年
発
行
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
献
(2)
板
野
長
八
5
8
「
替
差
困
惑
の
神
明
観
を
論
じ
て
道
生
の
新
説
(
に
及
ぶ
」
『
東
洋
学
報
』
第
三
十
巻
第
四
号
開
(3)
梶
山
雄
一
星
印
「
僧
墜
に
於
け
る
中
観
哲
学
の
形
態
」
「
蕗
論
研
地
究
』
法
蔵
館
制
(
4
)
『
注
維
摩
』
を
対
象
と
し
た
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
本
文
中
に
惑
挙
げ
た
山
田
氏
、
任
継
愈
氏
、
中
嶋
氏
の
も
の
の
他
は
、
谷
川
理
宣
僧
「
『
注
維
摩
経
』
(
仏
国
品
・
方
便
品
)
僧
原
注
に
お
け
る
中
国
的
思
考
に
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
第
一
号
巴
討
な
37 
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
筆
者
が
探
し
た
限
り
で
は
「
注
維
摩
』
の
編
纂
に
つ
い
て
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
く
、
近
年
に
至
る
ま
で
そ
の
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
(5)
山
田
和
夫
忌
包
「
『
注
総
摩
経
』
の
僧
議
注
と
老
荘
恩
相
1
1
l
僧
墜
と
郭
象
1
1
l」
『
仏
教
思
想
史
2
』
平
楽
寺
書
底
(6)
僧
惑
の
維
摩
経
へ
の
注
釈
の
成
立
年
に
つ
い
て
、
『
墜
論
研
究
』
で
は
維
摩
経
の
翻
訳
の
翌
年
(
4
0
7
)
か
4
0
8
年
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
行
本
『
注
維
摩
』
に
並
記
さ
れ
て
い
る
鳩
摩
羅
什
、
僧
肇
、
竺
道
生
の
注
は
、
当
初
は
別
行
し
て
い
た
こ
と
が
、
梁
『
高
僧
伝
』
の
記
述
や
、
階
法
経
等
撰
「
衆
経
目
録
』
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
い
つ
頃
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
定
説
を
見
な
い
。
詳
し
く
は
、
臼
田
淳
=
一
5
3「維
摩
経
僧
時
期
単
注
本
」
「
聖
徳
太
子
研
究
』
第
十
一
号
、
区
ゴ
「
注
維
摩
経
の
研
究
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
六
巻
第
一
号
、
花
塚
久
義
巳
∞
凶
「
注
総
摩
詰
経
の
編
纂
者
を
め
ぐ
っ
て
」
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
十
三
号
等
参
照
。
(7)
中
嶋
隆
蔵
沼
田
町
「
六
朝
思
想
の
研
究
』
平
楽
寺
書
庖
(8)
前
掲
任
継
愈
著
作
(9)
「
住
」
と
「
地
」
は
同
義
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住
経
』
で
は
、
経
名
に
は
「
住
」
を
使
い
、
本
文
で
は
「
地
」
を
使
う
こ
と
か
ら
、
両
者
に
区
別
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
竪
論
』
所
収
の
論
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
実
践
論
的
な
具
体
的
事
柄
へ
の
言
及
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
が
、
唯
一
「
浬
柴
無
名
論
」
中
に
「
七
住
」
と
い
う
十
地
思
想
の
用
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
七
住
で
無
生
法
忍
と
い
う
倍
り
を
得
、
そ
れ
以
後
の
八
、
九
、
十
住
は
「
聖
38 
人
」
の
位
階
で
あ
る
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
七
住
以
下
の
段
階
や
、
何
故
無
生
法
忍
獲
得
後
も
修
行
が
必
要
な
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
の
言
及
が
無
い
の
で
、
僧
肇
の
思
い
描
い
て
い
た
十
地
の
全
体
像
を
把
握
出
来
な
い
。
な
お
、
『
墜
論
研
究
」
で
は
、
『
肇
論
』
の
訳
注
に
お
い
て
、
「
浬
繋
無
名
論
」
に
現
わ
れ
た
十
地
説
を
、
所
謂
「
共
の
十
地
」
に
特
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
浬
繋
無
名
論
」
①
難
差
第
八
に
あ
る
記
述
、
「
・
・
仏
言
、
我
昔
為
盟
国
随
時
、
名
目
儒
堂
。
於
然
灯
仏
所
、
己
入
浬
提
。
儒
蛍
菩
躍
、
時
於
七
住
、
初
穫
無
生
忍
、
進
修
一
ニ
位
。
i
」
、
及
び
②
磯
動
第
十
四
に
あ
る
記
述
、
「
有
名
目
、
経
称
、
「
法
身
己
上
、
入
無
為
境
、
心
不
可
以
智
知
、
形
不
可
以
象
測
、
他
絶
陰
入
、
心
智
寂
滅
。
」
而
復
云
、
「
進
修
三
位
、
積
徳
弥
広
。
」
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
繋
論
研
究
』
で
は
、
①
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、
「
七
住
の
位
に
お
い
て
、
初
め
て
「
無
生
忍
」
を
得
、
さ
ら
に
三
つ
の
階
位
を
進
み
修
め
た
。
」
と
い
う
こ
の
「
七
住
」
を
「
共
の
十
地
」
の
「
己
作
地
」
、
「
進
修
三
位
」
を
、
「
辞
支
仏
地
、
菩
蔭
地
、
仏
地
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
点
は
、
こ
の
「
共
十
地
」
説
か
ら
見
る
と
、
菩
薩
が
無
生
忍
を
得
る
の
は
第
一
地
な
の
で
、
「
七
住
で
無
生
忍
を
得
る
」
と
い
う
の
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
、
及
。
ひ
菩
薩
地
は
第
九
地
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に
菩
櫨
で
あ
る
の
は
お
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
二
点
は
、
「
浬
繋
無
名
論
」
難
差
第
八
以
下
に
お
い
て
、
「
進
修
三
位
」
の
「
三
位
」
と
、
「
三
乗
」
と
が
混
請
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
「
般
若
経
』
の
「
無
名
の
十
地
」
で
は
、
第
七
地
で
獲
得
す
る
も
の
の
中
に
「
無
生
法
忍
」
を
入
れ
て
い
て
僧
惑
の
言
と
矛
盾
し
な
い
し
、
「
共
の
十
地
」
説
に
し
て
も
、
『
大
智
度
論
』
の
説
明
で
は
、
「
無
生
法
忍
」
を
得
る
の
は
第
三
地
「
八
人
地
」
と
し
て
い
て
一
定
し
な
い
。
ま
た
、
十
地
説
は
あ
く
ま
で
も
菩
薩
の
た
め
の
修
行
の
階
位
と
い
う
性
格
を
持
つ
の
で
、
十
地
の
階
梯
に
踏
み
込
ん
だ
と
き
か
ら
菩
稜
な
の
で
あ
っ
て
、
菩
陵
地
以
前
は
菩
薩
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
当
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
で
平
川
彰
氏
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
十
地
を
説
く
場
合
、
何
地
で
何
を
得
る
か
、
と
い
う
段
階
づ
け
が
経
典
の
な
か
で
も
ま
だ
確
立
中
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
僧
曜
の
十
地
説
を
「
共
の
十
地
」
に
限
定
す
る
の
に
は
、
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
難
差
第
八
以
下
か
ら
明
漸
第
十
三
ま
で
は
、
あ
く
ま
で
菩
躍
と
他
の
二
乗
の
区
別
が
あ
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
十
地
に
お
け
る
「
進
修
三
位
」
の
問
題
は
そ
の
後
の
談
動
第
十
四
、
及
び
動
寂
第
十
五
で
の
み
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
た
方
が
矛
盾
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
僻
差
第
九
に
お
い
て
、
「
三
種
類
の
車
で
火
宅
か
ら
逃
れ
る
」
と
い
う
控
え
を
出
し
た
後
、
「
三
采
は
と
も
に
生
死
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
く
「
無
為
」
と
名
付
け
る
が
、
そ
の
(
無
為
に
至
る
た
め
の
)
乗
り
物
が
こ
と
な
る
た
め
に
三
つ
の
名
前
が
あ
る
。
(
以
倶
出
生
死
、
故
同
称
無
為
、
所
来
不
て
故
有
三
名
。
)
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
無
為
を
目
指
す
三
種
類
の
人
が
い
る
な
ら
、
無
為
に
三
種
類
あ
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
「
進
修
三
位
」
と
言
っ
た
場
合
は
、
盟
国
薩
と
い
う
一
人
の
人
間
が
七
住
以
上
の
八
、
九
、
十
住
の
階
位
を
上
が
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
乗
の
区
別
と
「
進
修
三
位
」
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ょ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
問
題
を
区
別
せ
ず
に
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
仮
に
同
じ
問
題
と
し
て
「
共
の
十
地
」
説
を
採
っ
て
考
え
る
に
し
て
も
、
八
か
ら
十
地
は
、
「
昨
支
仏
地
、
菩
陵
地
、
仏
地
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
「
菩
陵
、
声
問
、
縁
党
」
と
い
う
「
三
乗
」
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
山
山
来
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
僧
惑
の
十
地
説
を
考
え
る
場
合
、
単
純
に
『
般
若
経
』
な
ど
の
所
説
と
比
較
し
、
当
て
は
め
る
作
業
は
、
あ
ま
り
有
益
な
効
果
を
上
げ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
経
典
と
の
比
較
は
、
僧
躍
の
十
地
説
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
か
の
検
討
を
経
た
う
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
(
日
)
こ
の
文
章
は
、
「
浬
梨
無
名
論
」
談
動
第
十
四
に
「
経
称
、
法
身
巴
上
、
入
無
為
境
、
心
不
可
以
智
知
、
形
不
可
以
像
測
」
と
し
て
ほ
ぽ
同
様
の
文
章
が
あ
る
。
『
融
制
論
研
究
』
で
は
、
こ
の
部
分
は
特
定
の
経
よ
り
引
い
た
の
で
は
な
く
、
経
の
意
味
を
遊
説
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
(
日
)
こ
の
節
で
論
じ
て
い
る
問
題
か
ら
は
は
ず
れ
る
が
、
無
生
法
忍
の
捌
前
段
階
と
し
て
の
「
柔
順
忍
」
と
い
う
惰
り
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
僧
情
感
の
注
に
一
箇
所
だ
け
見
ら
れ
る
o
先
に
検
討
し
た
「
無
生
」
を
悟
る
想
と
い
う
こ
と
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。
思
④
続
日
仏
告
天
帝
、
王
子
月
議
従
楽
王
仏
、
問
如
是
法
、
得
柔
順
忍
廿
肇
目
、
心
柔
智
順
、
堪
受
実
相
、
米
及
無
生
、
名
柔
順
忍
。
(
心
の
智
は
穏
や
か
で
素
直
で
あ
り
、
実
相
を
よ
う
や
く
の
こ
と
で
受
師
け
入
れ
て
い
る
が
、
未
だ
(
事
物
の
)
無
生
(
を
悟
る
こ
と
)
に
及
ば
な
い
、
こ
れ
を
柔
順
忍
と
名
付
け
る
。
)
(
法
供
養
品
第
十
三
、
同
色
吋
b
)
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こ
こ
で
も
、
無
生
で
あ
る
実
相
そ
の
も
の
に
増
減
は
な
い
が
、
倍
る
側
が
実
相
が
「
無
生
」
だ
と
は
っ
き
り
と
は
理
解
し
て
い
な
い
、
と
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
。
(
ロ
)
大
乗
経
典
に
お
け
る
十
地
思
想
の
成
立
、
発
展
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
細
な
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
山
田
龍
城
出
包
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』
平
楽
寺
書
底
平
川
彰
呂
田
∞
「
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
春
秋
社
な
ど
。
(
日
)
「
注
維
摩
詰
経
序
」
に
「
余
以
間
短
時
預
聡
次
、
雌
思
乏
参
玄
、
然
鍬
得
文
意
、
町
順
所
問
、
為
之
注
解
。
略
記
成
言
、
述
而
無
作
。
・
(
私
は
暗
愚
な
人
間
だ
が
機
会
が
あ
る
ご
と
に
(
鳩
摩
羅
什
法
師
が
『
維
摩
経
」
を
訳
出
さ
れ
る
)
講
義
の
席
に
預
か
り
、
考
え
は
玄
妙
な
こ
と
に
関
わ
る
の
に
は
乏
し
い
が
、
ほ
ぽ
経
文
の
意
味
は
理
解
し
、
そ
の
度
に
聞
く
と
こ
ろ
に
順
っ
て
こ
の
経
に
注
解
を
施
し
た
。
ほ
ぽ
羅
什
法
師
の
言
葉
を
記
し
、
自
分
の
考
え
を
混
ぜ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
)
」
(
大
正
三
十
八
、
お
叶
b
)
と
あ
る
。
